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北海道中部・南東部におけるキジバトとアオバトの生息状況

藤巻裕蔵

帯広畜産大学野生動物管理学研究室.〒080-8555北海道帯広市稲田町西2-11

北海道に生息するハト科鳥類は，キジバトＳｔ航epｫ”e"α０減e"”ｊ歯とアオバト助ｈｅ”〃s

sjg60ﾉ戯の２種である（日本鳥学会1974)．これらは北海道ではいずれも夏鳥で，キジバト

は３月下旬に，アオバトは５月中・下旬に渡来する（永田1953，藤巻・橋本1987,Brazil

l991)．両種とも，おもに森林に生息するが，キジバトはそれ以外に農耕地にも生息してお

り，住宅地でもみられる（永田1953,清棲1965，村上・藤巻1983，藤巻・橋本1987)．し

かし，これら２種の生息状況がそれぞれの生息環境でどのように異なるかを定量的に示した研

究は見あたらない．

生息状況に関する定量的なデータは，それぞれの種にとってどのような環境が重要かを判

断する場合に欠かせないものである．この論文では，北海道中部・南東部のさまざまの環境

において繁殖期のキジバトとアオバトの生息状況について調べ，これら２種の分布と生息環境

の違いを量的に明らかにした．

調査地および調査方法

調査地は十勝地方と釧路地方を中心に，胆振地方北東部，石狩地方西部，日高地方北部，

空知地方南部，上川地方南部，網走地方南部で，標高では海岸部から標高1,800ｍまでの範

囲である．空知地方南東部と上川地方南部は夕張山系，日高地方と十勝地方の境界部は日

高山系，十勝地方北部と上川地方南東部は大雪山系，釧路地方北部は雌阿寒岳などの山地，

十勝地方と釧路地方の境界部は標高の低い白糠丘陵である．それ以外の部分は平野部であ

る．山地はおもに森林で，上述の山系の山頂付近はハイマツ林などの高山植生である．平野

部の大部分は都市や農耕地となっており，これらの環境でまとまって樹木があるのは公園，

神社や寺の境内，農耕地内残存林，防風林などである．

５万分の１の地形図を縦横それぞれ４区分した区画(約５×５kｍ)を設定し，このうち448区

画を調査対象とした．各区画に２kｍの調査路を１か所設けたが，同じ区画に森林と農耕地

といった異なる環境がある場合には，それぞれの環境に調査路を１か所づつ設けた場合もあ

るので，全調査路数は調査区画数より多く505である．調査は，1976～1998年の４月下旬

1998年１１月１５日受理
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～６月下旬（ただし，高標高地では７月下旬まで）に行なった．大部分の調査路では２Ｍ以

上の調査をしており，アオバトの渡来時期以前の調査しかしていない調査路の数は，森林で

2３（７％)，農耕地で3１（12％)，住宅地で４（22％）であった．調査期間は長期にわたっ

ているが，この間，部市周辺で住宅地が広がったこと，山間部にダム湖ができたこと，幼齢

人工林の樹木が高くなったこと以外に，著しい環境変化はなかった．また，区lIIji全域の環境

が変化した例はないので，分布図の作成にあたっては調査期間巾の環境変化を考慮しなかっ

た．

調査では，夜明けから８時ころまでのあいだに調査路を約２kｍ／時で歩きながら片側

５０ｍ，計100ｍの幅に出現するキジバトとアオバトの個体数をかぞえた．同じ調査路で２

回以｣二調査した場合には，１M体数の多い方をその調在路の結果とした．また，観察||畷外で

観察された場合には，個体数には含めなかったが，その調査路のある区画にﾉk息するもの

とした．

調査路の環境をハイマツ林，常緑針葉樹林（常緑針葉樹の人工林も含む)，針広混交林，

落葉広葉樹林，カラマツ人工林，股耕地・林（観察路ぞいの蝋境の20％以止が１，２列の

防風林以外の林の場合)。農耕地（一部河川敷の草地も含む)，住宅地の８つに区分した．生

息環境別・標高別の組合せによる各項目ごとに，調査路総数に対するハト類２種が出現した

調査路数の削合を，それぞれの種の出現率とした．

'8為､_、
ｏＯＯＱＯ，、

図１．北海道I|'・南東部におけるキジバトの分ｲＩｉ（1976～1998)．丸は約５×５kｍの区両を示す．

●＝生息雌I認．○＝洲街したが，生息陥認できず．点部は平野部を示す．

Fig.１．DistributionoftheRufousTurtleDｏｖｅＳｔ”ｵ”2"α０γ彪加α/isincentralandsoutheastem

Hokkaidoduringl9761998､Circlesshow5×５kmquadrats.●=occurrence,○=nosightings
DottedaI･eashowstheplain．
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図２．北海道中・南東部におけるアオバトの分布（1976～1998)．丸は約５×５kｍの区画を示す．

●＝生息確認，○＝調査したが，生息確認できず．点部は平野部を示す．

Fig.２．DistributionoftheJapaneseGreenPigeonSpjIe""“sje60城jincentralandsoutheastem

Hokkaidoduringl9761998・Circlesshow5×５kmquadmts.●=occurrence,○=nosightings・
Dottedarもashowstheplan．

結果

1.分布

キジバトとアオバトはいずれも平野部から山地にかけて分布していたが(図１，２)，調査路

505か所のうちキジバトが観察されたのは394か所（78％)，アオバトが観察されたのは114

か所（23％）で，前者の観察された調査路数の方がかなり多かった（Fisherの正確確率検

定，ｐ＜０．０１，両側検定)．そのため，キジバトだけが観察されたのは291か所（58％)，ア

オバトだけが観察されたのは11か所（２％)，２種がともに観察されたのは103か所（20％）

で，アオバトが観察される場合にはほぼキジバトも出現しており，アオバトだけが観察され

た調査路は非常に少なかった．

生息環境別にキジバトの出現率をみると，ハイマツ林で20％，住宅地で33％と低かった

が，ほかのタイプの森林では64～95％，農耕地・林と農耕地では90,88％と有意に高かっ

た（表１：Ｘ２検定Ｘ２＝87.684,自由度７，Ｐ＜0.01)．アオバトはハイマツ林と住宅地で

は観察されず，ほかのタイプの森林における出現率は26～36％，農耕地・林と農耕地にお

ける出現率はそれぞれ22,16％で，キジバトの場合と同様に各環境の出現率の間には有意

な違いがみられた(表２：Ｘ２＝20.595,自由度７，Ｐ＜0.01)．ただし，キジバトの場合には

農耕地・林と農耕地における出現率がカラマツ人工林以外の森林におけるより高かったのに

対し，アオバトでは出現率が全体に低かったもののハイマツ林以外の森林では農耕地・林や

農耕地よりやや高いという違いがあった．
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Table1．OccurrEncerates((No.oftmnSectsofoccurrence/No.oftransectssurveyed)xlOO)ｏｆ
Ｓｆ”f0Pe伽orjmmIjSandnumberoftransectssurveyed(figuresinparenthesis)indifferent
habitatsandaltitudesincentralandsoutheastemHokkaidoduringl976-1998．

Habitats

Ｐ伽"S”加加forest

Evergreen
coniferouSfOrest

Mixedfbrest

Deciduous

broad-leavedfOrest

Lm'jxplantation

A8riculturalland
withwood

Agriculturalland

Residentialarea

Altitude(、）

0-100101-300301-500501-700７０１－Total

２０（10）２０（10）

100(1)１００(4)５０(2)５０(2)５０(2)７３（101）

８３(12）６８(19）６７(36）７０(23）３１（16）６４(106）

９５(21）７３(40）６７(21）５０(2)０(1)７５(85）

100(3)１０ ０(101８３(6)９５（19）

９３(61）８７(46）８２(11）１００(1)９０(119）

９０(67）８８(57）８３（12）１００(1)８８（137）

４３（14）０(2)Ｏ(1)０(1)３３(18）

Table2.Occurrencerates((No.oftransectsofoccurrence/No.oftransectssurveyed)xlOO)ｏｆ
Ｓｆ”j叩e伽sj2bo〃jjandnumberof廿ansectssurveyed(figuresinparenthesis)indifferent
habitatsandaltitudesincentralandsoutheastemHokkaidoduringl976-1998．

Habitats

PmMsp"加加fOrest

Evergreen
coniferousfOrest

MixedfOrest

Deciduous

broad-leavedfOrest

mrixplantation

Agriculturalland
withwood

Agriculturalland

Residentialarea

Altitude(、）

0-100101-300301-500501-700７０１－Total

０(10）０(10）

０(1)５０(4)５０(2)５０(2)０(2)３６(101）

８（12）２６（19）２８(36）３０(23）２５（16）２６（106）

３８(21）４０(40）１９(21）５０(2)０(1)３４(85）

０(3)５０（10）１７(6)３２（19）

２６(61）１７(46）１８(11）Ｏ(1)２２（119）

１５(90）２１（57）０(12）０（１）１６（137）

０ (14）０（２）０（１）０（１）０(18）

アオバトが観察されなかったハイマツ林と住宅地を除く森林４タイプ，農耕地・林，農耕

地の６環境における２種の出現率を比べると，常緑針葉樹林では有意な差が認められなかっ

たが（Fisherの正確確率検定Ｐ＝0.11,両側検定)，針広混交林，落葉広葉樹林，カラマツ

人工林，農耕地・林，農耕地ではアオバトの出現率よりキジバトの出現率の方が高かった

(Fisherの正確確率検定Ｐ＜0.01,両側検定)．

両種の分布の類似性を示すDagnelie（1962）の点相関係数（小林1995）は，針広混交林

で0.211,落葉広葉樹林で0.240で，カラマツ人工林で0.160,常緑針葉樹林で0.039,農耕

地・林で0.110,農耕地で0.097であった．この値は－１～１で変動し，１に近いほど類似性

が高いことを示すので，これらの生息環境における２種の分布はいずれも重複していたが，
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その程度は針広混交林と落葉広葉樹林では他の環境より高いといえる．

標高別のキジバトの出現率につき，出現頻度の少なかったハイマツ林を除く森林４タイプ

をまとめると，標高100ｍ未満で92％，101～300ｍで77％，301～500ｍで68％，501～

700ｍで63％，701ｍ以上で33％で，各標高帯間で有意な差がみられ（Ｘ２＝22.752,自由

度４，Ｐ＜0.01)，701ｍ以上で急激に低くなった．しかし，農耕地・林と農耕地をまとめた

場合と住宅地では各標高帯間で有意な差はみられなかった（農耕地・林十農耕地：ｘ２＝

4.944,自由度３，住宅地：Ｘ２＝2.571,自由度３，Ｐ＞0.05)．標高別のアオバトの出現率

は,森林５タイプをまとめた場合と農耕地･林と農耕地をまとめた場合のいずれでも各標高

帯間で有意な差はみられなかった(森林：Ｘ２＝5.814,自由度４，農耕地･林十農耕地：Ｘ２＝

2.223,自由度３，Ｐ＞0.05)．なお，キジバトが観察された最高標高は針広混交林の950ｍ，

アオバトでは針広混交林の850ｍであった．

2．生息数

それぞれの種について生息環境別の２kｍあたりの観察個体数をみると，キジバトは農耕

地・林と農耕地でともに1.5±1.3羽（平均値±ＳＤ，以下同様，ノV＝119,Ｎ＝137）であっ

たが，常緑針葉樹林で0.6±0.9羽（Ⅳ＝１１)，針広混交林で0.4±0.7羽（ﾉV＝106)，落葉

広葉樹林で0.8±1.1（Ⅳ＝85)，カラマツ人工林で1.0±0.6（ﾉV＝19)，住宅地で0.1±0.4

(ﾉV＝18）で，生息環境により平均観察個体数に有意な違いがみられた(KruskalWallisの検

定Ｈ＝43.276,Ｐ＜0.01)．

なお，ハイマツ林ではキジバトが出現したが，観察帯幅に入らなかったので平均観察個体

数は０であった．一方，アオバトは常緑針葉樹林とカラマツ人工林では出現したが，観察帯

幅に入らなかったので平均観察個体数は０，またそれ以外の環境における２kｍあたりの平均

観察個体数は全体に少なく，0.1羽以下で，生息環境によって有意な差は認められなかった

(Ｈ＝0.060,Ｐ＞0.05)．次に各生息環境ごとに２種の観察個体数を比べると，針広混交林，

落葉広葉樹林，農耕地・林，農耕地のいずれでもキジバトの方が多かった（Mann-Whitney

のＵ検定，それぞれＺ＝-1.675,‐1.857,‐6.502,‐5.061,Ｐ＜0.01)．また２種がともに出現し

た調査路103か所では，キジバトの観察個体数のほうがアオバトの観察個体数より多く，ア

オバトのほうが多かったのはわずか１か所だけであった．

考察

キジバトはおもに標高700ｍ以下の森林から農耕地にかけて広い範囲に生息しており，観

察個体数は農耕地のほうで多かった．このほか，住宅地でも観察された．これに対し，アオ

バトは全体に出現率も観察個体数もキジバトに比べて少なく，おもにハイマツ林以外の標高

700ｍ以下の森林に生息しており，農耕地ではあまり観察されず，住宅地ではまったくみら

れなかった前述のように，調査路505か所のうち森林の７％，農耕地と農耕地・林の12％，

住宅地の22％ではアオバトの渡来時期以前の調査しかしていない．このことが，アオバトが

少なかった一因となる可能性があるが，アオバトについて渡来時期以降の調査結果にもとず
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いて算出した出現率は森林で２～３％，農耕地と農耕地・林で約10％高くなる程度で，キ

ジバトの出現率より低いという点では変わりはない．

これまでの北海道における繁殖期の調査でも森林ではキジバトはかならず観察されている

が，アオバトは観察されないこともあり（阿部ほか1970，藤巻1970,1980，正富1976，藤巻

ほか1979,Fujimaki＆Hikawal982，鈴木ほか1983，中川・藤巻1985,Fujimakil986，

1988，芳賀・小林1989)，出現率はキジバトに比べて低い．農耕地ではキジバトはかならず

観察されているのに対し，アオバトが観察されることはほどんどない（藤巻1984,穴田・藤

巻1984,FUjimaki＆Ｔ泡kamil986)．このように，キジバトは森林でも農耕地でも普通に生

息している種であるが，アオバトは全体にキジバトより少なく，農耕地ではほとんど観察さ

れていない．今回得られた結果は，これまでの知見と変わるところはないが，各環境におけ

る生息状況の量的な違いを示すことができ，キジバトにとっては農耕地も森林におとらず主

要な生息環境であることが明らかとなった．しかも生息数の面からみると，キジバトは森林

より農耕地で多かった．キジバトは種子食で（Goodwinl970)，農耕地やその周辺部の林に

生息する場合にはおもに農作物の種子を食べている（寺内ほか1985)．北海道では５～６月は

マメ類やデントコーンの播種期であるため，この時期に農耕地での個体数はその周辺の林よ

り多くなる（村上・藤巻1983)．２種ともおもに森林に生息しているが，キジバトの場合は

食物が農耕地にあることで，農耕地も主要な生息環境になると思われる．

全国におけるいろいろなタイプの森林で調べた結果によると，雑木林，常緑広葉樹林，針

葉樹林ではアオバトの出現率がキジバトの出現率より低かったが，落葉広葉樹林では両種の

出現率に大きな差はなかった（金井ほか1996)．今回の結果と比べると，針葉樹林における

生息状況については金井ほか（1996）の結果と同様であるが，本州以南に比べて北海道の落

葉広葉樹林ではアオバトは少ないようである．アオバトは果実食なので（Goodwinl970)，

針葉樹林や北海道の広葉樹林で生息数が少ないのは，調査時期の５～７月に果実をつけるよ

うな植物が少ないからであろう．このほか，北海道はアオバトの分布の北限であるため，生

息数が少ないということも考えられる．

垂直分布の点では，北海道では繁殖期にキジバトは平地から標高500ｍくらいまで，アオ

バトは平地から標高400ｍくらいまでとされているが（清棲1965)，今回の結果をみると，

標高700ｍくらいまでは低地と同様に生息していることが明らかとなった．しかし，両種と

も北海道中央部の標高1200～1500ｍで観察されている例があり（黒田ほか1971，正富

1976)，ときにはかなり高標高まで飛来することがあると思われる．

以上のように，キジバトは森林から農耕地，住宅地まで広い範囲にわたって生息しており，

生息数は森林より農耕地で多かった．これに対し，アオバトはおもに森林に生息しているが，

全般にキジバトより少なく，農耕地では森林におけるよりさらに少なく，住宅地には生息し

なかった．このような両種の生息環境の違いは，分布の重複程度が森林より農耕地で低いと

いう点にも表れている．２種の分布を比べると，キジバトのほうで生息環境の幅が広く，観

察個体数も多かった．
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要約

1976～1998年の４月下旬～６月下旬（高標高地では７月下旬）に北海道中部と南東部において

キジバトとアオバトの生息状況を調べた．調査路505か所におけるキジバトの出現率は，ハイマツ

林以外の森林で64～95％，農耕地・林90％，農耕地88％であったが，ハイマツ林で20％，住宅

地で33％と低かった．垂直分布ではおもに標高700ｍ以下で観察された．調査路2kｍあたりの観察

個体数は，農耕地・林と農耕地でともに1.5±1.3羽，常緑針葉樹林で0.6±0.9羽．針広混交林で

0.4±0.7羽，落葉広葉樹林で0.8±1.1,カラマツ人工林で1.0±0.6,住宅地で0.1±0.4で，農耕地

で多かった．アオバトはハイマツ林と住宅地には出現せず，出現率はハイマツ林以外の森林で26～

36％，農耕地・林22％，農耕地16％で，キジバトに比べると全般に低かった．垂直分布ではおも

に標高700ｍ以下で観察された．調査路２kｍあたりの観察個体数も少なく，いずれの環境でも０．１

羽以下であった．２種の分布の類似性を示すDagnelieの点相関係数は．針広混交林で0.211．落葉

広葉樹林で0.240,カラマツ人工林0.160,常緑針葉樹林0.039,農耕地・林で0.110．農耕地で0.097

であった．２種の分布には類似性が見られたが，キジバトのほうが生息環境の幅が広く，観察個体

数も多かった．
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DistributionandabundanceofRuibus'mrtleDoveandJapaneseGreenPigeoｎｍ
●

centralandsoutheastemHokkaido

YUzoFUjimaki

LaboratoryofWildliieEcology,DepartmentofAgrひEnvironmentalScience,ObihiroUniveIもityofAgriculture

andVeterinaryMedicine,Inada,ObihiroO80

PopulationsoftheRufbus'mrtleDoveS#””gﾉ”0旗"”ﾉisandtheJapaneseGreenPigeon

助Ae”'郡ssje60"〃werecensusedalongoneortwo2-kmtransects(atotalof505)situatedin

448quadmts(5ｘ５ｋｍ)incentralandsoutheastemHoldKaidofromlateApriltolateJuly,1976

1998.RufOus'nlrtleDovesoccurredmainlyinfOrestsandagriculturalareasbelow700mabove

sealevelandJapaneseGreenPigeonsinfbrestsbelow700abovesealevel・Of505tmnsectsin

Whichthecensusesweremade,RufbusTilrUleDoveswerEobservedin90％ofagriculturalareas

withwoods,８８％ofagriculturalareas,６４P95％offbrestsotherthan魔"蛎”加地fb正sLandless

abundantin豚”s””池fOrestandresidentialareas､JapaneseGreenPigeonsShowedalower

occurrenceratethanRufOus'nlrtleDovesinallthehabitats,althoughtheyweremoreabundant
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infOreststhaninagriculturalareaswithorwithoutwoods,T11enumberofRufOus'nlrtleDoves

(ｍｅａｎ±ＳＤ）countedper2-kmtransectwas１．５±1.3inagriculturalareas,０．６±０．９ｉｎ

ever宮reenconiferousfOrests,０．４±０．７inmixedfbrests,０．８±１．１indeciduousbroad-leaved

fOrestand１．０±０．６inlar℃ｈｐlantationandO､１±０．４inrEsidentialareas・Thecorresponding

valuesfbrJapaneseGreenPigeonswerelessthan０．１inallhabitatsexceptfbrPY"妬””kz

fb１℃stand正sidentialareaswheretheywerenotobsewed・Datgnelie，spointcorrelatione伍cient

indicatinginterspecincassociationoftwospecieswas0.211inmixedfbrest,0.240indeciduous

broad-leavedfO肥st,0.160inIarchplantation,0.039inevergreenconiferousfOrest,0.110in

agriculturalareawithwoodsand0.097inagriculturalareas.'nmsRufbusTurtleDovesoccurin

awidemangeofhabitatsandweremoreabundantthanGreenPigeons，

KEyz(ﾉ0施なα6”“宛“,ｄｊｓｊ"6”0",Ｈりﾙﾙα伽,〃pα"gsgG"e"ＰｉｇＦ０ｊｚｓ,Ｒゆ"snU〃gDO"ｃ


